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A. 研究目的

国内の溶血性レンサ球菌感染症は、感染症

発生動向調査により5類全数把握疾患である

劇症型溶血性レンサ球菌感染症（streptococca
l toxic shock syndrome: STSS）と、小児科定

点把握疾患であるA群溶血性レンサ球菌（GA
S）咽頭炎にて、サーベイランスが実施され

ている。

2023 年秋頃よりGASによるSTSS症例の届

出数の増加、GAS咽頭炎の小児科定点当たり

報告数の増加が認められた。これら２つの届

出数・報告数増加には関連性が疑われている

が、現時点では結論に至っていない。また、

従来株より病原性や伝播性が高いとされるS.
pyogenes M1UK lineageの関東地方での集積

が国内で初めて確認されたが、その実態は把

握できていない。一方海外では、通常無菌的

部位からのGASの検出を症例定義とした侵

襲性A群溶血性レンサ球菌感染症（iGAS）を

集計している国が多く、同様にiGASの届出数

増加が報告されている。ただし、海外での症

例定義は我が国と異なるため（STSSとiGAS
感染症の違い）、国内外の届け出数を単純に

比較することが難しいのが現状である。iGAS
の一部がSTSSに移行することを考えると、我

が国のiGAS症例の基盤データとなる疫学・臨

床情報・分離株を収集し、これまで見逃され

ていたiGASの実態を明らかにすることは、i
GASひいてはSTSS症例の発生を抑止するた

めの施策立案につながる重要なデータにな

り得る。さらにiGASの保健医療に対する負荷

が見逃せない状況が本研究から明らかにな

れば、当該感染症の感染症発生動向調査への

追加を検討することも可能となる。

本研究は、iGAS症例の疫学・臨床情報と分

離株を収集し、iGASの疫学を明らかにするこ

とを目的に取り組んだ。なお、研究は、2024
年9月3日に厚生労働省から追加交付決定の

通知があり、2024年3月31日までの研究事業

として実施した。

研究要旨 国内の溶血性レンサ球菌感染症は、感染症発生動向調査により 5 類全数把握疾患であ

る劇症型溶血性レンサ球菌感染症（streptococcal toxic shock syndrome: STSS）と、小児科定点

把握疾患である A 群溶血性レンサ球菌（GAS）咽頭炎にて、サーベイランスが実施されている。

2023 年秋頃より GAS による STSS 症例の届出数、GAS 咽頭炎の小児科定点当たり報告数が増加

し、従来株より病原性や伝播性が高いとされる S. pyogenes M1UK lineage の関東地方での集積が

国内で初めて確認された。一方海外では、通常無菌的部位からの GAS の検出を症例定義とした侵

襲性 A 群溶血性レンサ球菌感染症（iGAS）の届出数増加が報告されているが、海外での症例定義

は我が国と異なるため、国内外の届け出数を単純に比較することが難しい。

本研究は、国内での実態がわかっていない iGAS の疫学を明らかにすることを目的にしている。

協力機関における iGAS 症例の疫学・臨床情報と分離株を収集し、疫学的・細菌学的解析結果か

ら症例の疫学的特徴について検討した。また、検査会社の協力を得て、非侵襲性検体由来菌株に

ついても収集し、細菌学的解析を実施した。

非侵襲性検体由来菌株（30 都道県、198 株）の収集結果から、iGAS 分離株の emm1型の分布と、

STSS の分布に関連性はみられなかった。また、非侵襲性感染と STSS 分離株ともに多い型もあれ

ば、非侵襲性感染では多いが STSS 分離株では少ない型が存在した。GAS 症例のなかで emm1型
における M1UK lineage が占める割合は高かった。一方、菌株の検査結果と質問紙票の両者が収

集できたのは２症例で、ともに emm1型の M1UK lineage であった。これらのことから、M1UK 
lineage が全国的に拡大している可能性が示唆された。

今回、研究期間が短く、十分な症例数を集めることは難しかったため、iGAS の実態把握につな

がる知見を見出すことはできなかった。国内における近年の GAS による STSS 症例の届出数の増

加傾向を鑑みると、iGAS 症例に関する情報収集の基盤を構築し、継続した調査を行っていくこと

は、引き続き重要な課題であると考える。



B. 研究方法

研究デザインは前向き観察研究である。

これまでの「成人の侵襲性細菌感染症サーベ

イランスの強化のための研究」で構築したス

キームを利用し、医療機関や自治体の協力が

得られた地域において iGAS 症例を登録し、

その患者情報（疫学・臨床情報）と分離株を

収集し疫学的解析を試みた。また、検査会社

（BML）の協力を得て非侵襲性検体由来菌

株を収集し、細菌学的解析を実施した。詳細

は以下のとおりである。

・研究対象：「成人の侵襲性細菌感染症サー

ベイランスの強化のための研究」に研究協力

している国内 10 道県（北海道、宮城県、山

形県、新潟県、三重県、奈良県、高知県、福

岡県、鹿児島県、沖縄県）のうち協力が得ら

れた道県、及びその他の都道府県内（富山県、

山梨県）にて診断された全年齢の iGAS 症例

（血液、髄液などの無菌的検体から GAS が

分離された症例）。それらは、感染症発生動

向調査の STSS の届出基準を満たさない症

例である。協力自治体に対しては、厚生労働

省から事務連絡が通知された（2024 年 12 月

3 日発出）。

・分離株の収集と菌株解析：医療機関により

分離された血液、髄液などの無菌的検体由来

の菌株を地方衛生研究所（地衛研）や保健所

が収集し、国立感染症研究所（感染研）に送

付された。感染研細菌第一部にて、原因菌の

血清型、菌種、遺伝子型等を解析した。解析

結果は、地衛研または分担研究者経由で医療

機関の担当者に報告した。並行して非侵襲性

検体由来菌株についても BML から収集して

同様の細菌学的解析を実施し、侵襲性症例由

来菌株との菌株比較を行った。なお、検査会

社からは菌株の患者情報は収集しない。

・患者情報の収集と疫学的解析：質問紙票を

用いて収集した症例の年齢、性別、基礎疾患、

症状/所見、重症度、転帰等についての疫学

情報と、細菌第一部での菌株解析結果のとり

まとめを感染研実地疫学研究センターで行

った。

C. 研究結果

〇非侵襲性検体由来菌株の検査結果

2024年6月から2024年9月の期間中、BMLの
協力のもと、30都道県から198株の非侵襲性

検体由来菌株を収集した。そのうちiGAS症例

は12例（6.1％）で、分離部位は静脈血からが

6例、創部からが6例であった。iGAS症例12
例のうち、emm1型は1株で、M1UK lineageで
あった。GAS症例は186例で、emm1型は56/18

6 (30.1%) 株、そのうちの50株 (89.3%) がM1
UK lineageだった。GAS症例では、emm1型の

次にemm89型が52/186（28.0％）で多かった。

〇無菌的検体由来の菌株検査結果と質問紙

票情報に基づく疫学

研究期間において収集できたのは、同県か

らの10代未満の2症例だった。2症例ともに、

菌株は静脈血から分離し、emm1型のM1UK l
ineageであった。また、ともに入院症例であ

ったが、重症化の記載はなかった。

D．考察

本研究では、無菌的検体からGASが分離さ

れた症例について、菌株解析と質問紙票を用

いて情報収集を行い、症例の疫学的特徴につ

いて検討した。また、非侵襲性検体由来菌株

についても収集し、細菌学的解析を実施した。

非侵襲性検体由来菌株の収集結果から、iG
AS分離株のemm型の分布と、STSSの分布に

関連性はみられなかった。また、非侵襲性感

染とSTSS分離株ともに多い型もあれば、非侵

襲性感染では多いがSTSS分離株では少ない

型が存在した。GAS症例のなかでemm1型にお

けるM1UK lineageが占める割合は高かった。

一方、菌株の検査結果と質問紙票ともに収集

できた症例は2例のみだったため、疫学的解

析を実施するには、症例数が不十分だった。

しかし、ともにemm1型のM1UK lineageであ

り、上述の結果も踏まえると、M1UK lineag
eが全国的に拡大している可能性が示唆され

た。

本研究では、承認から終了までの期間が短

く、症例数を十分に集めることはできなかっ

た。そのため、研究の限界として、症例を記

述的にまとめた結果にとどまり、iGASの疫学

を検討するに至らなかったことが挙げられ

る。

Ｅ．結論

本研究では、非侵襲性検体由来菌株の菌株

解析結果と無菌的検体由来の iGAS 症例の疫

学・臨床情報と分離株の収集結果から、その

特徴を記述的に検討した。しかし、iGAS 症

例を収集する基盤が整っていない中で十分

な症例数を集めることは難しく、iGAS の実

態把握につながる知見を見出すことはでき

なかった。国内における近年の GAS による

STSS 症例の届出数の増加傾向を鑑みると、

iGAS 症例を収集する基盤を構築し、継続し

た調査を行っていくことは、引き続き重要な

課題であると考える。
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